
②森林境界調査・意向調査の促進
森林所有者を把握し、境界を

確認することはとても重要です。
湯沢市では、境界調査及び森林
経営の意向調査を進め、森林整
備及び適正な管理体制の整備を
促進します。

■活用状況（全体像）
区分 令和元年度～

令和５年度 令和６年度 計 令和６年度末
時点の活用率 未執行額の活用方針

活用額（円） 257,801,149 79,307,648 337,108,797
86％

令和７年度末までに策定予定の湯沢
市森林ビジョンに掲げる林業・木材
産業等の推進事業に活用する。譲与額（円） 287,843,000 100,940,000 388,783,000

■今後の実施計画

■令和６年度の主な活用状況

①森林ビジョン登載事業の推進
湯沢市が目指すべき森林・林業等を実現するため、さまざまな

立場の人たちが協力し合いながら施策を展開します。

区分 事業区分
事業費（円）

事業内容うち
森林環境譲与税

森林整備 民有林整備の推進 13,189,623 13,189,623 森林経営管理制度に基づく集積計画策定森林の整備、その他民有林における再造林等への支援。

意向調査 森林経営管理制度
意向調査・境界調査 32,717,300 32,717,300 森林経営管理制度を推進するための森林地番図の作成、境界調査及び意向調査業務。

木材利用 木質バイオマス利用推進 5,063,000 5,063,000 ペレットストーブや薪ストーブ導入及び燃料購入への補助。

普及啓発 林業・木材産業等の
⾧期計画 9,020,000 9,020,000 森林資源の利活用、林業・木材産業の成⾧等に関する具体的な目標を盛り込んだ⾧期ビジョンの作成。(R6～R7）

基金積立 21,632,352 21,632,352 湯沢市森林環境譲与税基金

＜施策のイメージ＞

・木材の安定供給と利用を促進するための施策

・森林を色んな形で活用するための施策

秋田県湯沢市における森林環境譲与税の活用について

・豊かな水と生態系などを守るための適切な利用と管理


